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① ふるさと納税サイト等を検索し、各サイトの特色を見ながら選定（会員登録）を行う。
② ふるさと納税における『控除上限額』を調べるため、必ず「源泉徴収票※」を準備して寄付の目安を知る。
※ 源泉徴収票が必要な理由：家族構成・年収および所得額・各種控除等によって異なるため

③ 実際に寄付をしたい自治体を決定し、返礼品の選択・寄付金の使途（使い道）・支払方法（PayPay残高払い、
クレジットカード決済）等を指定する。
④ 寄付金控除申請の申込み（控除手続き）を行う。「ワンストップ特例制度」と「確定申告」の２つの方法から選ぶ。
主な手続きとして「申請書」および「本人確認書類」「個人番号確認資料（写）」を各寄付先の自治体に提出。

～ 第１弾：ふるさと納税の魅力について考える ～

『ふるさと納税』は、全国の自治体の中から自分が貢献したい
と考える自治体を選び「寄付」を行うことができる制度であります。

つまり、税金の使い道を自らが選択できる素晴らしい制度なので
す。全国の自治体を対象に「寄付」ができますが、自分の暮らす自治
体に納めるはずの税金を他の自治体に納める(送る)訳ですから、当然な

がら自分達の暮らす地域の生活の質を下げることにもなり兼ねませ
ん。

ふるさと納税に関する調査では、令和２年度実績で受入額が約

6,725億円、受入件数が約3,489万件となっており、この制度本来の
本質(目的)は「寄付＝選んだ自治体の税収アップ」であり、そこに暮らす人々の生活が豊か
になる(新しい町づくり＆復興支援)お手伝いができることが、最大の魅力であります。
寄付金のうち、2,000円を超える金額が原則として「所得税」および「住民税」から全額控除さ

れる仕組みとなっています。寄付する先(自治体)からの返礼品を自分で選べて、実質の自己負担が2,000円
だけで自分に特典として貰える点が注目を浴びて利用者がたいへん増えています。
自分自身で「税金がいくら安くなるのか!!」「どんな見返り(返礼品)があるのか!!」等の損得勘定だけで判断

をせずに、納税(寄付)後の税金等の使い道(活用法)に関しても医療･福祉･教育･子育て･環境衛生･産業振興
等にしっかりと役立てて頂けているのかを、継続的に見守る必要性(責任)もあると思います。

『第１弾』となる「ふるさと納税の魅力について」の説明会を開催し、北陸ろうきん(山下和穂次長)
から資料およびシミュレーション(分析)を交え、申込み(申請)方法・手続きの流れ・活用法(お得な裏技)・実際

の体験談(感想)等も分かりやすく、興味や関心を持って頂ける様に工夫された内容(進行)によって
『ふるさと納税』の魅力を存分に語って頂きました。

次回は「第２弾」として７月下旬頃に、NISA(少額投資非課税制度) および iDeCo(個人型確定拠出年金)
等の税制優遇投資関連制度に関する説明会を予定しております。金沢市従 HP でも順次Web配信予定!!


